
姿勢にあります。子どもの成長や家族のライフステージの変化に応じて、時に
はアクセルを強く踏み、時にはブレーキをかけながら、自分の働き方を賢くコ
ントロールしているのです。
　これは、かつて世間から「趣味の延長」と片付けられがちだった主婦の活動が、
立派な「キャリア戦略」へと昇華した姿にほかなりません。 
　特別なカリスマではなく、孤独な子育てからスタートして、地方での自己実
現を果たした身近な先輩。彼女たちが今、トレーナーとして次の世代に伴走す
る側へと回っています。「アウェイ」
だったこの和歌山を、自分の力で
「大好きなホーム」に変えていく。
そんな女性たちのしなやかな挑戦
が、これからの和歌山の未来をもっ
と明るくおもしろく変えていくと
確信しています。　（貫名 茜）
※ 次回は 8月中旬掲載予定です
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和歌山を創る新聞

かつく隔週金曜掲載
　　　 認定特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL https://wnc.jp/
編集　志場 久起

和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。

座
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町
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町
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な
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、

元
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が
比
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的
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な

い
自
治
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が
高
い
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

全
県
で
は
１
万
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千
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ま
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し
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と
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自
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少
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右
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日

時
点
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県
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各
自
治
体
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推
計
人
口
と
、
直
近
１
年

間
の
人
口
増
減
の
実
数
と

率
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
和
歌
山
県
全

体
で
は
人
口
減
少
は
続
い

て
い
た
も
の
の
、
一
部
の

自
治
体
で
は
人
口
増
加
も

み
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
直
近
の
１
年
間
で
人

口
が
増
加
し
て
い
る
の
は

上
富
田
町
の
み
で
、
他
の

自
治
体
は
す
べ
て
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
少
数
が
多
い
自
治
体

は
和
歌
山
市
、
田
辺
市
、

橋
本
市
、
海
南
市
、
紀
の

川
市
の
順
と
な
っ
て
お
り

そ
も
そ
も
人
口
が
多
い
自

治
体
が
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ん
で
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
率
で
み
る
と

高
い
順
に
九
度
山
町
、
古

県内全市 町村で自然減が深刻に
　人口減少が続く和歌山県。人口減少には自然増減と社会増減の 2 つの要素があります。自然増減は出生数から死亡数を引いて、社会増減は転入者数か
ら転出者数を引いて求めます。今回は、和歌山県庁がまとめた今年 4 月 1 日時点の和歌山県内全自治体の推計人口と自然増減、それに社会増減のデータ
を読み解きます。
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。
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と
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れ
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す
。

（
志
場
久
起
）

人口 人口増減 人口増減率 自然増減 社会増減

和歌山県計 861,070 ▲ 11,289 -1.29% ▲ 9,346 ▲ 1,943

和 歌 山 市 339,431 ▲ 3,219 -0.94% ▲ 3,066 ▲ 153

海   南   市 44,212 ▲ 660 -1.47% ▲ 506 ▲ 154

橋   本   市 56,652 ▲ 845 -1.47% ▲ 592 ▲ 253

有   田   市 23,727 ▲ 498 -2.06% ▲ 295 ▲ 203

御   坊   市 21,245 ▲ 360 -1.67% ▲ 210 ▲ 150

田   辺   市 63,426 ▲ 1,120 -1.74% ▲ 798 ▲ 322

新   宮   市 24,310 ▲ 513 -2.07% ▲ 377 ▲ 136

紀 の 川 市 55,696 ▲ 586 -1.04% ▲ 570 ▲ 16

岩 　出　 市 53,544 ▲ 211 -0.39% ▲ 240 29

紀 美 野 町 7,135 ▲ 200 -2.73% ▲ 139 ▲ 61

かつらぎ町 14,499 ▲ 254 -1.72% ▲ 190 ▲ 64

九 度 山 町 3,336 ▲ 138 -3.97% ▲ 95 ▲ 43

高   野   町 2,609 ▲ 36 -1.36% ▲ 50 14

湯   浅   町 9,886 ▲ 196 -1.94% ▲ 149 ▲ 47

広   川   町 6,153 ▲ 115 -1.83% ▲ 73 ▲ 42

有 田 川 町 23,632 ▲ 298 -1.25% ▲ 222 ▲ 76

美   浜   町 6,002 ▲ 135 -2.20% ▲ 133 ▲ 2

日   高   町 7,646 ▲ 48 -0.62% ▲ 54 6

由   良   町 4,607 ▲ 161 -3.38% ▲ 99 ▲ 62

印   南   町 7,025 ▲ 153 -2.13% ▲ 102 ▲ 51

み な べ 町 10,672 ▲ 203 -1.87% ▲ 127 ▲ 76

日 高 川 町 8,181 ▲ 174 -2.08% ▲ 153 ▲ 21

白   浜   町 18,595 ▲ 328 -1.73% ▲ 345 17

上 富 田 町 15,293 25 0.16% ▲ 62 87

す さ み 町 3,175 ▲ 106 -3.23% ▲ 86 ▲ 20

那智勝浦町 12,639 ▲ 177 -1.38% ▲ 205 28

太   地   町 2,537 ▲ 46 -1.78% ▲ 49 3

古 座 川 町 2,090 ▲ 80 -3.69% ▲ 69 ▲ 11

北　 山　 村 344 ▲ 4 -1.15% ▲ 6 2

串　 本　 町 12,771 ▲ 450 -3.40% ▲ 284 ▲ 166

和歌山県内各自治体の推計人口と過去 1年間の増減（今年 4月 1日現在）

出典：和歌山県調査統計課　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020300/suikei/index.html
人口増減・人口増減率・自然増減・社会増減は 2025 年 4月 1日から 1年間の合計。

「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。

わかやま発、      キャリア革命。わかやま発、      キャリア革命。わかやま発、      キャリア革命。新
和歌山市を拠点に、「母親たちの多様性を認め合い「自分らしく 生き生きと」
社会参画できる地域づくり」をめざすNPO法人ホッピング。活動の現場から「い
ま」をお届けします。

「アウェイ育児」から、地域に愛されるプロフェッショナルへ。
　――子どもが 1歳、頼れる人のいない街で始めた「私のキャリア戦略」

　前回、私たちは個人のモヤモヤを地域を支える力に変える「成長の階段」に
ついてお伝えしました。今月は、その階段を一段ずつ上り、現在は「次の誰か
の背中を押すロールモデル」として活躍する２人の女性をご紹介します。 
　ママ講師トレーナーの細田裕子さんと小西陽子さん。今でこそ地域でスモー
ルビジネスを確立し、行政や企業からも頼られるプロですが、そのスタートは
「アウェイ育児」の真っ只中にありました。
　和歌山県外から移り住み、身近に頼れる親戚もいない孤独感。子どもがまだ
１歳という時期に、彼女たちは「ホッピング」と出会いました。「何か始めた
いけれど、私に何ができるだろう」。そんな不安を抱えながら、まずはママ講
師コミュニティという「繋がり」の場へ一歩を踏み出したのです。 
　そんな２人が、自分の専門スキルとして選択した手段が「音楽」でした。細
田さんはシニア向けのピアノ教室、小西さんは未就園児対象のリトミック教室
と音楽をフックにしながら、孤独になりがちな親子や地域の人々のための「新
たなコミュニティ」を次々と創り出していったのです。
　さらに、人々の豊かな育ちや暮らしに伴走するため、音楽の枠を超えて心理
学や子どもの発達についても学びを深め、専門性を多岐にわたってアップデー
トさせていきました。
　彼女たちの原動力は、ビジネスもボランティアも「全力で駆け抜ける」その

NPO法人ホッピング
〒640-8020

和歌山市北桶屋町 7本町プランテ 2F（本町公園内）

https://hoppingmama.com/

左：細田裕子さん　右：小西陽子さん左：細田裕子さん　右：小西陽子さん左：細田裕子さん　右：小西陽子さん

なるコミふくろう家庭菜園教室

サマー遊 ing2026 寄席

日　程　　6月 18 日（木）15:00 ～

場　所　　なるコミ 2階（和歌山市鳴神・宇都宮病院内）

対　象　　有機栽培と家庭菜園に関心がある人

参加費　　500 円（資料代）

主催・問い合わせ　農業公園ふくろう（担当：西野さん）

　　　　　080-3850-7220　agri.agriculture.2022@gmail.com

　和歌山県立図書館メディアアートホールで開催する寄席。わかやま楽落会のこども

落語家による落語が楽しめます。字幕付きこども落語もあります。

日　程　　7月 26 日（木）13:30 ～ 15:00

場　所　　メディア・アート・ホール（和歌山市西高松・県立図書館 2階）

出演者　　にこにこ亭あっぽ、ロボット亭キック、枝元雅子、Jeen＆シャーミー

定　員　　100 名

参加費　　無料

主催・問い合わせ　わかやま楽落会

　　　　　090-9864-1344　katoku0716@outlook.jp

　このコーナーでは、和歌山市地域フロンティアセンター（フォルテワジマ 6 階）利
用登録団体有志で構成する「和歌山市 NPO・ボランティア推進協議会」加盟団体から
提供されたイベント情報を不定期にお届けしています。
　協議会への登録は無料。和歌山市内の NPO・ボランティア活動を活性化するための
様々な取り組みを行っています。

和歌山市NPO ・ボランティア推進協議会だより

和歌山市NPO・ボランティア推進協議会 検 索↖


